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 組織内で投与した細胞を可視化するために、GFP 陽性の脂肪細胞由来幹細胞を精製した。GFP トラン
スジェニックラットの皮下脂肪組織を採取し、コラゲナーゼ処理を行い遠心し、上層に分離される成熟
脂肪細胞を回収した。成熟脂肪細胞を天井培養という特殊な培養法で培養し、脂肪細胞由来幹細胞を精
製した。 動物モデルには体重 250-300g の雄性 SD ラットを使用した。塞栓糸を用いて中大脳動脈閉塞
を行った後に塞栓糸を抜去することで虚血時間が 60 分のラット脳虚血モデルを作成した。脳虚血後 24
時間で尾静脈より 1×106 個の細胞を投与し、虚血後 14日間における生存率を評価した。生存したラッ
トにおいて脳虚血後 14日目に脳を摘出し、脳梗塞面積について比較した。神経症状は脳虚血後 1 日目・

























 平成 28 年 1 月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
